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○府中市生涯学習審議会条例 

平成１５年３月１７日 

条例第５号 

 

（設置） 

第１条 市民の生涯学習の振興を図るため、府中市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）の附属機関として、府中市生涯学習審議会（以下「審議会」という。）

を置く。 

 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、市民の生涯学習の振興に関する事項

について調査審議し、その結果を答申する。 

２ 審議会は、市民の生涯学習の振興に関する事項について、教育委員会に建議す

ることができる。 

 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、生涯学習に関し識見を有する者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選による。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。 

 

 

資 料 ２ 
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（分科会） 

第７条 審議会に社会教育分科会を置き、社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）

第１３条の規定により社会教育委員の会議の権限に属させられた事項その他社

会教育に関する事項について調査審議する。 

２ 社会教育分科会の委員は、社会教育法第１５条第１項の規定により置く府中市

社会教育委員とし、府中市社会教育委員の定数は８人以内と、任期は第４条の委

員の任期とする。 

３ 審議会は、第１項の事項以外の事項を調査審議するため、必要な分科会を置く

ことができる。 

４ 前項の分科会の委員の定数は、８人以内とし、任期は、審議会が定める期間と

する。ただし、委員は、他の分科会の委員を兼ねることができる。 

５ 分科会の運営については、前２条の規定を準用する。 

 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、教育委

員会が定める。 

 

   付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１５年４月１日から施行する。 

（府中市社会教育委員の設置並びに報酬及び費用弁償に関する条例の廃止） 

２ 府中市社会教育委員の設置並びに報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３５年

３月府中市条例第４号）は、廃止する。 

（非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

３ 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年１２月府

中市条例第２８号）の一部を次のように改正する。 

別表第１社会教育委員の項及び公民館運営審議会委員の項を削る。 

別表第１オンブズパーソンの項の次に次のように加える。 
 

生涯学習審議会委員 日額 11,000円 
 
（府中市立公民館条例の一部改正） 

４ 府中市立公民館条例（昭和４６年３月府中市条例第１４号）の一部を次のよう

に改正する。 

第１６条を削り、第１７条を第１６条とする。 

（府中市生涯学習センター条例の一部改正） 

５ 府中市生涯学習センター条例（平成４年１２月府中市条例第３４号）の一部を

次のように改正する。 

第１６条を削り、第１７条を第１６条とする。 


